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医薬品のがん治療への貢献
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がんの薬物療法

外科的療法放射線療法

薬物療法

外法

がん治療

化学療法剤（古典的な薬物） 分子標的薬（比較的新しい薬物）

特徴 増殖の盛んな細胞に対して効果を示す
低分子薬剤。

全身投与で薬剤ががん細胞にきちんと
届けば効果がある。

正常細胞にも作用してしまうので、重
篤な副作用のため、投薬中止や患者
のQOLの著しい低下に結びつく場合も。

正常細胞とは違ってがん細胞で活発に
働いている分子を標的とする薬剤。

患者によって働いている分子が違うため
患者選択が重要。

従来型の化学療法剤と比較し副作用
が少ない。

例 代謝拮抗剤
 アルキル化剤
微小管作用薬
 トポイソメラーゼ阻害剤など

 チロシンキナーゼ阻害剤
抗体医薬品（含ADC）
免疫チェックポイント阻害剤（オブ
ジーボ等）

新たな治療手段
CAR-T
がん治療ウイルス
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もつべき新技術とその応用

抗体依存性細胞傷害

抗体薬物複合体


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創薬を取り巻く社外環境の変化

• アカデミアの創薬志向の高まり

• 創薬に活用できる公的資金やリスクマネーの増加

• な研究の取り組みが推進
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外部資金と産学ネットワークを活用した創薬の取組み

Presentation Name | CONFIDENTIAL

の創薬アセッ

ト 探索研究の

臨床開発に向け

た推進

資金

臨床へ

のアクセ

ス

リスクを

取れる

組織

研究ア

セット

ノウハウ

• 公的資金（大学ファンド、 等）
• リスクマネー（ベンチャーキャピタル等）

• ベンチャー設立

大学・公的研究機関
• ヒトサンプルを用いた
トランスレーショナル研究
• 臨床研究
• 試験

製薬企業
• 化合物最適化
• 薬効 安全性
等の評価
• 前臨床研究
•
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国に期待すること

挑戦的なモダリティへの理解と応用の加速策
臨床開発基盤の更なる国際化（たとえば組織サンプルの活用等）

医療データの標準化、データベース化

研究・開発に対するファンディングの多様化、大型化

挑戦に見合う対価（薬価加算）




